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技術の特徴 
・食品の分析を行うには、大きな母集団から、試料採取を行うことが行われます。 

・試料採取において、十分代表的な試料を得るように配慮する必要があります 

・統計的な調査計画を用いて、サンプリング法の性能を調べています。 

 

 

 

研究の内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5m×5mの小さな圃場(上図）でも、 

均一ではなく場所によって大きく 

微生物数が異なる（右上、右中図）。 

なので、収集箇所数によって、 

調査精度が大きく変わる（右下図） 
 

 

 

 

 

今後の展開 
 食品の成分のバラツキに関する多くの知見を集めて、より妥当なサンプリング法を多く
の食品に対して開発していく。 

圃場に近いところでのサンプリング法を開発していく。 
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分析・標準化 

農研機構 

食品総合研究所 
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